
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

P376

関東平野へ の ダス ト流入に山岳遮蔽効果と局地前線形成が及ぼす影響 ：

　　　　　　　　　　　2007年譽の 黄砂 事例解析
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【は じ め に 】
　 日本 は ア ジ ア 大 陸 の 東岸 に 位 置 し て い る た

め ， 偏西 風 の 卓越す る季節 に は ア ジ ア 大陸起源

物 質 の 輸送や 沈着 の 影 響 を 強 く受 け て い る 。ア

ジ ア 大陸 か ら放 出 され た ダ ス トが 気候 や微 量

物質 の 動態 ，さらに 健康 に 与 え る影響 は 大 きい

た め
， ダス トの 発生 ・輸送 ・変質 ・沈 着過 程 や

それ らの 季節 ・経年変動 を 明 らか にす る必 要が

あ る。 こ れ ま で の 研究 か ら，ダ ス トの 輸送 は ，

総 観規模 で の 気 象揚 と密接 な関係が あ る こ と

が 知 られ て い る。本研 究で は ，2007 年春季に

観 測 ざれた 大規模 なダ ス ト事象 に つ い て ， ダ ス

トの 関東 平野 へ の 流 入 に つ い て 解析 を お こ な

い ，そ の 構 造 等 を明 らか に した 。

【観測 と解析 】

　 2007 年 3− 6 月 に茨城 県つ くば 市 （気象研 究

所 ；36 °05NJ 　40° 13「E，標 高 22　m ） と群馬県高

崎 市の 榛名 山 （36°28 ’N ，138°521E標 高 1370　m ）

に お い て ，OPC を用 い て エ ア ロ ゾル 粒 子 の 個数

濃 度 （0．3− O．5，　O．5 − 1，1
− 2 ，　2

− 5，≧ 5pm ）を測

定 した 。 期 間 中，大 規模 なダ ス ト事象 が 2 回

（2007 年 3 月 31 日
一4 月 3 日 ， 5 月 25− 28 日）

観 測 され た 。 ま た ，
つ くばで は 局 所 的 な風 塵事

象 も観 測 され た （2007 年 3 月 14 日）。こ れ ら

程 度 で あ っ た 。気象解析や モ デ ル 解析 か ら ， 関

東 平野 に 形成 され た 局 地 前線 と安定 層 の 形成
に よ り，ダ ス トの 関東平野 地表 （つ くば） へ の

到 達 が阻 まれ て い る こ と，ま た 局 地 前線 の 消滅

後 に ダ ス トが 関東 平 野地 表 に到 達す る こ と が

明 らか に な っ た 。 さ らに ，フ ル ー ド数 に 基づ く
山越 え の 解析 か ら，K1 事象時 に は ，ダ ス トが

山岳 を迂 回 しな が ら関東平野 （つ くば ）に流 入

し て い た こ とが示 され た 。

一
方 ，K2 事象 に つ

い て は，ダ ス トは 山岳を越 えて 直接関東平野 に

流入 して い た 。
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【結果 と考 察】
　図 1 に ， ダ ス ト事象 時 （2007 年 3E31 日

一

4 月 3 日 （K1 ），2007 年 5 月 25 − 28 日 （K2 ））

に お け る エ ア ロ ゾ ル 粒 子 濃 度 の 時系列 変動 を

示 す。K1 事象時，榛名 山 で は ，3 月 31 日 6UTC
こ ろか らダ ス ト （大粒子 ；D ≧ 2pm ）濃度 の 増

加 が始 ま っ た。つ くばで は ，そ の 約 8 時 間後 に

大 粒子 濃度の 増加 が観測 され た 。小 粒 子 濃度 （D
＜ 　1pm ）に つ い て は ，つ くば で は大 粒子 の 増
加 に先 だ っ て 増加 が観 測 され た が ， 榛名 山で は

小 粒子 濃度 の 増加 は 見 られ なか っ た 。ダス ト観

測時 に は ， 大粒 子
・
小 粒子 共 に ， 両観測地点 に

お ける濃度差 は 認 め られ なか っ た。K2 事象 時
に お ける 大粒子 ・小 粒子 の 濃 度 の 変動 に つ い て

も，K1 事 象時 と同様 の 傾 向を示 し た 。

　 し か し ，二 つ の ダ ス ト事象 に は ，ダ ス トの 濃

度が増加 す る時間 に違 い が認 め られ た 。 K1 事

象 時 に お け る ダ ス ト濃度 の 増加 時 間 は半 日以
上 か か っ て い た の に 対 し ， K2 事象で は 1 時 間
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Fig．L　 Temporal 　 variations 　 of 　volume 　 concentrations

of 　 aero 　s．　ol　 particles　in　 the　Tsukuba　 and 　ML 　Haruna
sites　 during　 tbe　 Asian　dust　 events ．（a）Kl

，
　 Large

particles，（b） K2，　 Large　particles，（c）Kl ，　 Small

particles，　and （d）K2，　Small　Particles．

一 512　一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


